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땎戦争させない땏と１万人

　５月日夜、国会正門前での「せ

んそうさせない緊急アクション」に

１万人が参加뙘ペンライトを手に땎戦

争反対땏땎憲法守れ땏と声を上げた뙙

各地でもカ所を超える連帯行動뙘

反戦のうねりが広がっている。

教育介入許されない

　沖縄県辺野古沖での小型船転覆事

故で、文科省は日、同志社国際高

校の平和学習が「政治的活動」を禁

じる教育基本法条２項違反との

「見解」を発表。安全管理上の問題

を問うのは当然だが、教育内容まで

介入するのは、教育基本法が禁ずる

教育への「不当な支配」にあたると

の指摘も。平和教育、主権者教育の

萎縮が懸念される。新婦人は、事務

局長「談話」を発表した（上땇。

出生数年連続最少

　年に国内で生まれた日本人の

子どもの数땆出生数땇は万人뙘

年連続で「過去最少」を更新。１

人の女性が一生の間に産む見込みの

子どもの数を表す땎合計特殊出生率땏

は놊で、年の統計開始以降過

去最低に。

全国革新懇周年

　全国革新懇は日、結成周年の

記念企画を開催。日本共産党の田村

智子委員長、社会民主党の福島みず

ほ党首、憲法学者の清水雅彦日本体

育大学教授が、憲法をまん中にすえ

た共闘を草の根から広げ、右傾化に

対抗していこうと議論を交わした。

同一労働同一賃金を

　無期雇用で正社員と同じフルタイ

ムで働くも契約社員とされた青森県

の代女性が、賃金格差は違法と訴

えた裁判で、会社に給与の差額の支

払いを命じた仙台高裁の判決が最高

裁で確定。無期雇用での待遇差を禁

じる法律はないが、땎不合理な差別

は許されない땏とした画期的な判決뙙

自衛隊員땎戦死対応땏進む

　米軍の戦争で多数の自衛隊戦死者

が出ると想定し、陸上自衛隊が葬祭

業者の全国団体と結んだ協力協定の

具体化が地方レベルでも進んでい

る뙙遺体の安置・保管뙘還送のほか뙘

修復や衛生保全など生々しい内容。

防衛省は、全国の主要な自衛隊病院

の病床を大幅に増やす計画も。
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■年度補正予算案が成立　３日

に提出され뙘短時間の審議で뙘５日뙘

参議院本会議で可決、成立させた。

原油、ナフサ不足で経営困難に直面

している中小業者支援や暮らし対策

はほとんどない。政府の裁量で決め

られる予備費が大半を占め、財源は

赤字国債で賄うとしている。

■経済安全保障推進法等改定案、参

院へ　政府が軍事産業を「経済成長

戦略の重要な柱」とし、安全保障戦

略に企業、研究機関を動員するため

の改定案。さらなる軍拡、軍事費増

が危惧される。

■衆院憲法審査会、迷走　国民生活

にかかわる補正予算案審議中も開

催。４日뙘予算委員会を欠席し뙘審査

会に出席する議員も。緊急事態条項

で意見がまとまらず、国民投票法に

議論を変更するなど迷走。国民のほ

とんどが望んでいない審議に時間を

かけ、自民、維新、国民が推進。
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教
育
へ
の
政
治
介
入
許
さ
ず
平
和
教
育
の
実
践
こ
そ

新
日
本
婦
人
の
会
事
務
局
長
　

由
比
뗭
浜
直
子

談話
　
同
志
社
国
際
高
校
の
辺
野

古
研
修
旅
行
中
の
船
の
転
覆

事
故
︵
２
０
２
６
年
３
月
１６

日
発
生
︶
を
め
ぐ
り

文
部

科
学
省
が
初
め
て
教
育
基
本

法
違
反
の
見
解
を
示
し
た
こ

と
に

多
く
の
教
育
関
係
者

や
メ
デ

ア
が
批
判
し
て
い

ま
す


　
初
め
に

事
故
で
尊
い
命

を
断
た
れ
た
生
徒
さ
ん
ら
お

二
人
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を

表
し

ご
遺
族
の
み
な
さ
ま

に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す

学
校
教
育
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
の
命
と
安
全
を
守

る
こ
と
は
何
よ
り
重
要
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず

今
回

の
事
故
で
安
全
対
策
へ
の
重

大
な
瑕
疵
が
あ

た
こ
と
は

し

か

明
白
な
事
実
で
す

新
日
本

婦
人
の
会
は

全
国
の
学
校

の
校
外
学
習
に
お
け
る
安
全

管
理
の
た
め
に
も

今
回
の

事
故
の
原
因
の
徹
底
究
明
と

再
発
防
止

安
全
確
保
の
た

め
の
十
分
な
条
件
整
備
を
求

め
ま
す


　
文
部
科
学
省
は
５
月
２２
日

に

同
校
の
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
関
す
る
学
習
が
政
治

的
中
立
性
を
侵
し

教
育
基

本
法
第
１４
条
２
項
が
禁
じ
る

﹁
特
定
の
政
党
を
支
持
し
た

り
反
対
す
る
た
め
の
政
治
教

育
﹂
に
反
す
る
と
表
明
し
ま

し
た

こ
れ
は
現
地
を
訪
れ

当
事
者
の
声
に
触
れ

平
和

と
民
主
主
義

地
方
自
治


人
権
に
つ
い
て
考
え
る
教
育

内
容
へ
の
き
わ
め
て
不
当
で

重
大
な
政
治
介
入
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん

教
育
基
本

法
に
も
と
づ
き

뗒
平
和
で

民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の

形
成
者
﹂
を
育
成
し

뗒
政

治
的
素
養
は
教
育
上
尊
重
﹂

し
な
が
ら
日
々
奮
闘
す
る
全

国
の
教
育
現
場
を
萎
縮
さ

せ

教
育
の
自
由
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
を
懸
念
し
ま
す


　
新
日
本
婦
人
の
会
は
戦
争

も
核
兵
器
も
な
い
平
和
で
公

正
な
社
会
の
た
め
に
行
動
し

て
い
ま
す

日
本
国
憲
法
の

も
と
で
子
ど
も
の
学
ぶ
権
利

を
守
り

自
由
で
豊
か
な
平

和
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
全
力
を
尽
く
す
決
意
で

す

２
０
２
６
年
６
月
４
日
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対話を拒む人は、区長になる資格なし
　

区役所の中に子どもスペース
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
　岸本さんは、文化をつく

っています。人権を守り、

寛容であることを重視する

区長です。

　すぐにすべてが変わるわ

けではありません。私の地

域の大好きな児童館がなく

なってしまいました。代わ

りに뙘私たちの要望を受け뙘

区役所内にキッズスペース

ができました。２階のエレ

ベーターを降りてすぐ、昼

食時は飲食も可です。子ど

もを連れ区議会の傍聴へ行

き、区政が身近になったと

感じています。

　岸本さんは、区民に身近

な会計年度任用職員の処遇

も改善をしました。ちょっ

と特性のある子どもを育て

ている親として、直結する

問題です。

　小さな子どもが大人にな

るまで、誰もが住みやすい

環境になるしくみづくりが

始まっています。住民同士

も知恵を絞り、岸本さんと

一緒に未来を築いていきた

いです。

　西荻窪駅を通過して全長

㍍を、駅前は㍍に、

他を㍍に拡張する道路拡

幅問題。多くの住民や商店

街が建て壊しにあい、ほと

んどの住民は立ち退きを余

儀なくされます。

　前区長は、住民が通

を超える反対署名を集め、

区役所に何度要請に行って

も땎決定しているからやる땏

の一点張りでした。交通量

が減る、車はシェア、合計

特殊出生率１を切るなどの

社会の変化や、環境を重視

する世界の情勢にはおかま

いなしです。

　岸本区長は、対話の場を

継続し、땎デザイン会議땏を

つくり話し合いを続けてい

ます뙙こうした中で뙘道路拡

幅問題に限らず、街の多く

の課題に目を向けるように

なりました。どうしたら良

い街になるのか、住民も真

剣に考えはじめています。

　対話を拒む人は、区長に

なる資格はありません。岸

本区長の２期目の当選を心

から応援しています。
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杉並区が作成した生活保護

制度を知らせる若者向けの

ポスター。区のホームペー
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